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１月18日「相生かきまつり」が開催され約１万
2000人の方が来場されました。
「あいおいのかき、おぃちぃでちゅ～」
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相生市の教育方針（私の想い・教育長）
『行政評価システム』で診断！
第５次相生市総合計画『市民アンケート結果』
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相
生
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
、
教
育
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

相
生
市
で
は
、子
ど
も
は
将
来
こ
の
ま
ち
を
担
う「
相
生
の
宝
」と
い
う
考
え
の

も
と
、星
の
ご
と
く
、キ
ラ
リ
と
輝
く
多
様
な
個
性
を
育
て
た
い
想
い
で
教
育
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、学
力
の
基
礎
・
基
本
の
確
か
な
定
着
や
、や
さ
し

い
心
を
育
み
、マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、丈
夫
な
体
を
鍛
え
、厳
し
い
社
会
で「
自
立
」

し
て
生
き
て
い
く
基
礎
を
育
て
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
で『
教

育
の
方
針
』に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
も
特

に「
基
礎
・
基
本
の
確
か
な
定
着
」と「
生
活
上
の
正
し
い
習
慣
の
定
着
」を
重
視
し
、

徹
底
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
宿
題
、読
書
、あ
い
さ
つ
、便
所
掃
除
、靴
を
揃
え
る

な
ど
の
習
慣
が
一
つ
で
も
二
つ
で
も
や
り
遂
げ
ら
れ
れ
ば
他
に
与
え
る
影
響
も
多

く
、子
ど
も
た
ち
自
身
も
大
き
く
変
革
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、郷
土

愛
を
育
み
、伝
統
文
化
を
継
承
す
る
意
味
か
ら
、中
学
生
ペ
ー
ロ
ン
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
検
討
し
て
お
り
、平
成
二
十
一
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
教
育
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
少
子
化
が
進
み
、
小
学
校

で
の
複
式
学
級
が
生
じ
る
見
込
み
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
切
磋
琢

磨
で
き
る
規
模
の
学
校
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
幸
せ
で
あ
る
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
統
合
等
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
聞
き
、
教
育
審
議
会
に
も
諮
っ
て
方
針
を
決
め
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
べ
く
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
学
校
の

耐
震
化
に
取
り
組
み
、
安
全
で
安
心
し
て
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
施
策
展
開
を
行

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、現
在
の
社
会
は
緊
急
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、「
家
庭
」、「
学
校
」、「
地
域
社
会
」の
全
て
の
教
育
が
、ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
く
し
て

「
自
立
型
人
間
の
育
成
」と
い
う
方
向
に
全
力
投
球
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

2009.２月

相生の子どもたちの将来に
　幸せを贈る教育の創造
相生の子どもたちの将来に
　幸せを贈る教育の創造
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相
生
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
相
生
市

の
宝
」、「
相
生
市
の
財
産
」と
心
に
決
め

て
、
三
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が
星
の
ご

と
く
、
キ
ラ
リ
と
輝
き
の
あ
る
個
性
を

育
て
て
い
く
教
育
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
５
本
の
柱
を
基

本
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
定
着（
確
か
な
学
力

の
向
上
等
）

心
の
教
育
の
充
実（
つ
ら
い
体
験
・

感
動
体
験
・
達
成
体
験
、
豊
か
な
心
の

育
成
等
）

た
く
ま
し
い
体
を
つ
く
る（
体
力
の

向
上
等
）

教
職
員
の
資
質
の
向
上（
授
業
力
の

向
上
等
）

地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り（
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
等
）

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
学
校
、教
育

研
究
所
、教
育
委
員
会
が
、し
っ
か
り
と

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
組
ん
で
、心
豊
か

で
、た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
の
、し
っ
か
り
し
た
丈
夫
な「
根
っ
こ
」

を
養
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

5 4 3 2 1

教
育
方
針
に
示
し
た
５
本
の
柱
を
具

体
的
に
実
施
す
る
た
め
の
個
別
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

確
か
な
学
力

◆
漢
字
や
計
算
な
ど
の
反
復
練
習
に
よ

る
基
礎
・
基
本
の
定
着（
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ

イ
ム
等
）

◆
朝
読
書
等
の
推
進
、「
聞
く
・
話
す
・

書
く
」力
を
つ
け
る
指
導
の
徹
底
、
詩
・

短
歌
な
ど
の
暗
唱
、
音
読
発
表
会
な
ど

に
よ
る
国
語
力
の
向
上

◆
教
師
手
作
り
の「
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
学
習
ド
リ
ル
」の
活
用

◆
夏
季
休
業
等
に
お
け
る
補
充
学
習
の

実
施（
概
ね
10
日
間
）

◆
小
学
校
の
英
語
活
動
の
推
進

◆
特
別
支
援
教
育
の
推
進

◆
幼
小
中
学
校
園
の
効
果
的
な
連
携

◆
学
習
習
慣
の
確
立（
家
庭
と
の
連
携
）

豊
か
な
心

◆
子
ど
も
の
心
に
響
く
道
徳
教
育
の

推
進

◆
い
じ
め
を
許
さ
な
い
心
の
教
育
の

充
実

◆
体
験
活
動
の
充
実「
自
然
体
験
」、「
農

業
体
験
」、「
福
祉
体
験
」な
ど

◆「
お
は
よ
う
」、「
あ
り
が
と
う
」な
ど
あ

い
さ
つ
の
励
行

◆
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成（
家
庭
と
の

連
携
）

◆
中
学
生
ペ
ー
ロ
ン
大
会
の
実
施

◆
幼
児
教
育
の
充
実

た
く
ま
し
い
体

◆
健
や
か
な
体
づ
く
り
の
推
進

◆
部
活
動
の
推
進
・
充
実

◆
食
育
の
推
進（
親
子
料
理
教
室
、
地
産

地
消
料
理
教
室
等
）

◆
学
校
給
食
の
充
実

教
職
員
の
資
質
の

向
上

◆
授
業
力
の
向
上

◆
授
業
に
お
け
る
指
導
方
法
の
工
夫
、

改
善

◆
教
育
研
究
所
で
の
研
究
・
研
修
活
動

の
充
実

◆「
匠
の
技
を
伝
え
る
」研
修
会
の
実
施

（
先
輩
教
職
員
の
豊
富
な
技
能
等
を
若
手

へ
継
承
）地

域
に
開
か
れ
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り

◆
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
充
実

◆
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
学
校
だ
よ
り
等
の
発
行

◆
学
校
評
価
の
公
表

◆
地
域
教
材
の
開
発
・
活
用

◆
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

◆
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
推
進
・
充
実

◆
ふ
れ
あ
い
も
の
づ
く
り
事
業
の
実
施

（
市
内
の
県
立
高
等
学
校
と
の
連
携
）

◆
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

2009.２月

ペーロン船体験乗船の様子

中学２年生トライやる・ウィークの
様子

教
育
方
針



行
政
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
お

金
を
か
け
、
ど
の
く
ら
い
の
物

を
作
っ
た
の
か
。
ま
た
は
、
市

が
行
っ
た
事
業
に
よ
っ
て
、
市

民
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
一
定

の
も
の
さ
し（
市
民
の
視
点
に

立
っ
た
客
観
的
な
成
果
指
標
）

に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
。

そ
の
結
果
を
分
析
し
て
、こ

れ
か
ら
の
行
政
運
営
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、継
続
的
に
改
善
を
行

う
た
め
の
手
法
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
運
営
は

「
事
業
を
計
画（P

LA
N

）し
、そ

の
事
業
に
対
し
て
い
く
ら
の
金

額
で
、
ど
れ
だ
け
の
事
業
を
実

施（D
O

）し
た
か
」と
い
う
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
量
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
実
施

し
た
仕
事
を
振
り
返
っ
て
評
価

す
る
過
程（C

H
E
C
K

）、
評
価

し
た
結
果
を
次
の
計
画
や
事
務

事
業
の
改
善（A

C
T
IO
N

）に
反

映
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
相
生
市
で
は
、

「
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
成
果

重
視
の
行
政
運
営
」、「
職
員
意

識
の
改
革
」、「
行
政
運
営
の
透

明
性
の
向
上
」の
三
点
を
大
き

な
目
的
に
掲
げ
、
行
政
評
価
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

各
事
業
の
評
価
は
、
三
つ
の

視
点
に
よ
り
点
数
化
し
、
客
観

性
を
高
め
ま
す
。

【
妥
当
性
】社
会
経
済
情
勢
や
市

民
意
識
の
変
化
に
あ
わ
せ
、行

政
関
与
の
考
え
方
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
の
で
、市
が
行

う
必
要
性（
例
え
ば
、国
や
県
の

仕
事
、民
間
で
実
施
、地
域
、家

庭
、個
人
が
そ
の
役
割
を
担
う

べ
き
等
）、時
代
の
変
化
等
の
視

点
で
点
検
し
評
価
を
し
ま
す
。

【
有
効
性
】費
用
対
効
果
の
視
点

で
事
務
事
業
の
在
り
方
、
手
法

を
検
証
し
ま
す
。
事
業
の
目
的
、

そ
の
事
業
の
意
図
す
る
目
標
と

成
果
を
明
確
に
し
、
事
業
成
果

の
指
標
を
設
定
、
測
定
し
ま
す
。

【
効
率
性
】事
業
の
活
動
結
果
に

対
し
て
事
業
費
、
人
件
費
で
単

位
コ
ス
ト
、
受
益
者
負
担
等
を

算
出
し
、
各
事
業
を
評
価
す
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的
な

行
政
運
営
を
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

2009.２月 4

『行政評価システム』で診断！『行政評価システム』で診断！『行政評価システム』で診断！
市が行う仕事が適正に行われているのか、改善はされているのか。そんな疑問にお答えするために、平成19年度
に行われた全ての事務や事業について、客観的な指標を使って評価しました。その評価の方法や目的、そして実際
に行った評価結果の代表的なものをお知らせします。

市
で
は
現
在
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
の
た
め
行
政
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

昨
年
度
に
引
き
続
き
評
価
結
果
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
全
五
百
三
十
三
事
業
の
中
か
ら
、
二
百
七
の
事
業
に
つ
い
て
公
表
を
行
い
ま
す
。

こ
の
全
て
の
評
価
結
果
を
、
平
成
21
年
度
以
降
の
事
業
に
反
映
さ
せ
、
一
層
の
改
革
、
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ（
計
画
）

Ｄ
Ｏ（
実
施
）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ（
評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
改
善
）

行
政
評
価
と
は
？

行
政
評
価
の
目
的
と
は
？

評
価
の
視
点
は
？



健康・福祉フェア

隣保館人権啓発事業

鍼灸・マッサージ施療費助成事業

ひとり暮らし老人名簿事業

高齢者ホームヘルプサービス事業

高齢者デイサービス事業

お元気コール事業

緊急通報システム事業

高年クラブ活動推進事業補助金

生きがい交流センター管理運営事業

生きがいセミナー参加支援事業

最高齢者、最高齢夫婦祝福事業

百歳翁（媼）敬老事業

敬老金支給事業

家族介護慰労金支給事業

修学旅行援助事業

ファミリーサポートセンター事業

母子家庭等児童激励事業

防災事業

自主防災組織事業

広域防災推進事業

消防フェスタ事業

救急啓発事業

火災予防啓発事業

交通安全推進事業

放置自転車対策事業

私立幼稚園補助事業

わくわくチャレンジ学習事業

自然学校推進事業

学校給食運営事業

看護専門学校運営事業

放課後児童保育事業

放課後子ども教室推進事業

高齢者教育事業

子育て支援事業

人権教育・啓発事業

男女共同参画推進事業

文化財運営事業

国際交流事業

羅漢の里管理事業

レクリエーションスポーツ振興事業

環境施策関連事業

衛生害虫駆除事業

下水清掃委託事業

ごみ有料化事業

緑化推進事業

事務事業名
事後評価

妥当性 有効性 効率性

3

4

4

5

5

4

5

4

4

4

4

4

4

2

4

4

4

2

4

5

4

4

5

5

4

5

4

4

4

4

4

5

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5

4

4

5

4

3

4

4

5

3

3

3

3

3

4

3

3

3

3

4

4

3

3

4

4

5

4

5

5

4

4

4

4

4

4

5

4

3

4

4

3

3

4

3

4

5

4

4

4

5

3

4

3

4

3

3

3

4

3

3

4

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

3

5

5

3

4

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

3

3

3

4

5

4

4

4

4

3

すこやかに暮らせる、心かようまちづくり

愛着と生きがいを育むまちづくり

環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり

企業誘致事業

相生かきまつり実行委員会補助金事業

ドラゴンボート選手権大会事業

相生ペーロン協会事業

相生ペーロン祭事業

まちの駅推進事業

羅漢の里もみじまつり事業

観光推進事業補助金事業

相生ツーリズム事業補助金事業

産業技術大学相生

商業活性化事業

商店街空店舗等活用事業補助金

農業技術指導事業

水産振興事業

夢ある農村づくり推進事業

（自治振興事業）

農業振興実施事業

（いきいき農作業体験）

有害鳥獣防護柵設置事業

労働者福祉事業

雇用開発協会事業

消費者啓発事業

地方バス路線維持補助事業

公共下水道水洗化促進事業

農業集落排水等水洗化促進事業

ホームページ整備事業

子育て世帯住宅取得促進奨励金支給事業

市営住宅維持管理事業

連合自治会事務局事業

広報紙発行事業

マスメディア広報事業

まちかど出前講座実施事業

まちづくり活動支援事業

市民活動サポート事業

非核平和展事業

総合補償保険事業

事務事業名
事後評価

妥当性 有効性 効率性

2

4

3

5

5

4

4

4

4

4

4

4

3

3

4

4

4

4

4

4

4

3

3

4

3

4

4

5

4

3

4

4

4

4

3

4

3

4

4

4

4

3

3

3

4

4

3

4

4

4

4

4

3

4

4

3

3

4

4

4

4

4

5

3

3

4

4

4

3

2

4

4

5

4

4

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

3

3

4

3

3

3

3

3

4

3

4

3

3

3

4

3

3

にぎわいと活気のあるまちづくり

快適で魅力あるまちづくり

計画推進のために

公表対象207事業中80事業抜粋

※公表２０７事業毎の詳細については、市ホームページ
や公文書公開コーナー等で公開していますので、ご覧
ください。

原則として、前年度と変化なしを「３」として、期待する
目標値等を上回る成果、結果の場合は「４」又は「５」、
下回る成果、結果の場合は「２」又は「１」となります。

５段階評価の判断基準は？

平成19年度の主な事務事業および評価結果

2009.２月5



画画ケ画画画画

　
　
　
　

　
　
　
　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

ケ
ー
ト

ケ

トトトトトト

〜〜

6

調
査
対
象
…
18
歳
以
上
の
市
民
の
方
か
ら

三
千
五
百
人

抽
出
方
法
…
調
査
対
象
者
か
ら
無
作
為
抽
出

調
査
期
間
…
平
成
20
年
７
〜
８
月

回
答
率
…
52
・
５
％（
千
八
百
三
十
六
人
）

調
査
項
目

◆
定
住
意
識
と
住
み
や
す
さ

◆
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
評
価

◆
市
の
優
先
課
題

◆
期
待
す
る
将
来
の
都
市
像
な
ど

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
５
次
相
生
市
総
合
計
画
」の

策
定
に
あ
た
り
、
様
々
な
検
討
を
行
う
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
相
生
市
に
住
み
続
け
た
い
か
」の
問

い
に
、
８
割
を
超
え
る
方
が「
住
み
続
け

た
い
」、「
当
分
の
間
は
住
み
続
け
た
い
」

と
回
答
。
そ
の
理
由
と
し
て「
住
み
慣
れ

て
い
る
か
ら
」が
最
も
多
く
７
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
で「
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
か
ら
」、「知
人
が
多
い
か
ら
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
非
定
住
意
向
は
30
歳
代
以
上

で
概
ね
１
割
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
20

歳
代
以
下
で
は
２
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
外
へ
移
り
た
い
理
由
と
し
て
最
も
多

か
っ
た
の
は「
買
物
や
医
療
な
ど
日
常
生

活
が
不
便
だ
か
ら
」が
６
割
を
超
え
、
次

に「
働
く
と
こ
ろ
が
少
な
い
か
ら
」な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2009.２月

◎
暮
ら
し
や
す
さ
と
定
住
意
識

男（40.6％）

女（58.4％）

無回答（1.0％）

性　　別性　　別

10代（1.1％）

20代（8.6％）

30代
（12.8％）

40代
（11.2％）

50代
（19.4％）

60代
（25.4％）

70代
（17.3％）

無回答（1.4％）

80代（2.8％）

年　　代年　　代

無回答（1.0％）

分からない（6.0％）

住み続けたい
（62.0％）

当分の間は
住み住住み続けたい
（18.0％）

機会があれば市外へ
移りたい（11.0％）

すぐにでも市外へ
移りたい（2.0％）

相生市に住み続けたいか相生市に住み続けたいか住み続けたい主な理由住み続けたい主な理由
（複数回答：３つまで）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

通勤・通学に便利だから

住宅に満足しているから

知人が多いから

自然に恵まれているから

住み慣れているから

13.7%

26.4%

30.2%

38.0%

74.4%

（複数回答：３つまで）
機会があれば転出したい主な理由機会があれば転出したい主な理由

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人間関係がわずらわしいから

買物や医療など日常生活が
不便だから

働くところが少ないから

通勤・通学に不便だから

今の住宅に不満があるから

21.0%

60.9%

35.7%

26.9%

17.2%

昭和40年以前
（48.8％）

昭昭和41～50年
（18.5％）

昭和51～60年
（（12.5％）

無回答（1.8％）昭和61～平成7年
（7.7％）

平成8年～17年（7.6％） 平成18年以降（3.1％）

居住時期居住時期
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市
の
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
関

す
る
問
い
で
は
、「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

や「
リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
物
対
策
な
ど
環

境
へ
の
取
り
組
み
」、「
道
路
の
整
備
」、

「
港
湾
・
河
川
の
整
備
」と
い
っ
た
都
市

基
盤
整
備
に
関
す
る
項
目
と
、「
自
然
や

景
観
の
保
全
」や「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
」な
ど
で
良
い
と
答
え
た
方
が
５
割

を
超
え
て
お
り
、
満
足
度
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
良
く
な
い
と
答
え
た

取
り
組
み
は
、「
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地

づ
く
り
」、「
保
健
、
医
療
体
制
の
充
実
」、

「
雇
用
機
会
の
確
保
」な
ど
で
、
い
ず
れ

も
６
〜
７
割
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、「
商
業
の
振
興
」や「
観
光
の
振

興
」な
ど
の
産
業
面
で
の
活
性
化
対
策
、

「
公
共
交
通
機
関
の
充
実
」で
の
満
足
度

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
選
ば
れ
た
割
合
の
多

か
っ
た
項
目
か
ら
順
に
、
左
の
と
お
り

で
す
。

市
が
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
優
先
課

題
と
し
て
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
項
目

は
、「
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
」が
６
割

を
超
え
、
次
に「
雇
用
機
会
の
確
保
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
を
見
る
と
上
記

「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
評
価
」に
お
い

て「
良
く
な
い
と
こ
ろ
」に
あ
が
っ
た
項

目
が
、
優
先
課
題
と
し
て
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」、「
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」と
少
子
高
齢

化
対
策
を
優
先
課
題
と
す
る
割
合
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

2009.２月

◎
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
評
価

◎
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

市の現状について評価
良いところ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

安全・安心まちづくり

港湾・河川の整備

自然や景観の保全

道路の整備

環境への取り組み

上下水道の整備

50.1%

50.1%

53.8%

58.2%

62.6%

76.1%

良くないところ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

観光の振興

公共交通機関の充実

商業の振興

雇用機会の確保

保健・医療体制の充実

魅力ある中心市街地

49.7%

56.3%

56.6%

59.4%

66.6%

70.0%

市の優先課題（複数回答：５つまで）

0% 10% 20% 30% 40% 70%
無回答
その他

学校教育の充実
青少年の健全育成
生涯学習の推進
人権意識の啓発

男女共同参画の推進
芸術・地域文化活動の育成、振興

文化財の保存と活用
スポーツ・レクリエーションの振興

国際交流の促進
障害者福祉の充実

保健・医療体制の充実
高齢者福祉の充実

子育てしやすい環境づくり
健康づくりの支援

地域福祉サービス充実
防災・救急救命体制の充実

交通事故防止・防犯など安全なまちづくり
自然や景観の保全

リサイクル・廃棄物対策など環境への取り組み
公園・緑地の整備

大気汚染・騒音などの公害対策
雇用機会の確保
農業の振興
林業の振興
漁業の振興
商業の振興
製造業の振興

安全な消費生活の推進
観光の振興
住環境の整備

魅力ある中心市街地づくり
鉄道・バスなど公共交通機関の充実

道路の整備
上・下水道の整備
港湾・河川の整備

インターネットなどの情報化社会への対応
コミュニティ活動の支援

ボランティア活動の啓発と推進
市民・行政協働でのまちづくりの推進

効率的な行政運営

2.7%
1.2%

24.9%
13.7%

3.3%
2.5%

0.9%
5.4%

1.2%
5.5%

2.0%
11.2%

60.3%
32.8%

28.1%
8.2%

12.5%
15.4%

12.0%
7.1%
7.4%
8.1%

5.4%
37.4%

8.2%
1.0%
3.3%

17.4%
10.9%

15.8%
7.0%
6.8%

28.5%
19.7%

5.3%
1.6%
3.0%
4.5%

1.0%
2.8%

8.1%
16.2%
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今
回
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

結
果
、
果
た
し
て
皆
さ
ん
が
将
来
の
相

生
市
に
、ど
の
よ
う
な「
将
来
像
」を
描
い

て
い
る
の
か
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
う
え
で
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
将

来
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
が
、「
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」が
55
％
と
最

も
多
く
、
つ
い
で「
地
域
で
互
い
に
支
え

相生のまちに望む将来像相生のまちに望む将来像

あ
い
、
ふ
れ
あ
え
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
自

然
が
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
ま
ち
」

と
続
き
ま
す
。

平
成
11
年
度
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
商
業
を
中
心
と
し
た
都

市
像
が
約
44
％
と
最
も
多
く
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
求
め
る

都
市
像
も
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、「
次
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
を

つ
な
ぐ
ま
ち
」
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
人
も
多
く
い
ま

し
た
。

市
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
市
民

の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良
い

指
針（
第
５
次
相
生
市
総
合
計
画
）を
作

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

企
画
広
報
課
へ

（

７
１
２
４
）

23

◎
相
生
市
に
望
む
将
来
像

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

自然が豊かなふるさとを感じるまち

にぎわいのある商業が盛んなまち

交通・情報ネットワークが充実しているまち

魅力あふれる観光のまち

人がいきかう交流のまち

人を育てる教育のまち

活力あふれる産業のまち

次世代により良い環境をつなぐまち

安全で安心して暮らせるまち

健康でいきいき元気いっぱい暮らせるまち

地域で互いに支えあい、
ふれあえる福祉のまち

1.9%

1.6%

34.2%

18.4%

10.2%

7.4%

12.8%

13.4%

23.6%

23.8%

55.0%

28.9%

35.0%

相生市の将来像（複数回答：３つまで）

将来に望む土地利用

0% 5% 10% 15% 20% 25%

無回答

その他

わからない

現在のままで自然環境を守るべき

余暇的施設、公園など保全を中心として
土地利用を図る

農業を中心とした土地利用を図る

商業施設の誘致をする土地利用を図る

工場用地の開発がもっと必要である

住宅地の開発がもっと必要である

2.6%

1.9%

9.2%

17.3%

12.3%

6.3%

22.4%

17.4%

10.6%
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第
２
期
相
生
市
障
害
福
祉
計
画（
案
）に
対
す
る

意
見
募
集
に
つ
い
て

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を

福
祉
会
館
に
設
置
し
ま
し
た
！

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
住
み
な

れ
た
地
域
で
自
立
し
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
策
定
し
ま
し
た「
障
害

福
祉
計
画
」は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の

５
年
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
後
期

計
画
と
し
て
、
地
域
生
活
や
一
般
就

労
の
推
進
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
数

値
目
標
及
び
こ
の
目
標
達
成
の
た
め

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
見
直

し
を
行
い
、
第
２
期
相
生
市
障
害
福

祉
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
相
生
市
民
意
見
提
出
制

度（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
）

に
よ
り
、
こ
の
案
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
意
見
は
、
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
と
と
も
に
そ
の
概
要
を

公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
基
づ

い
て
計
画
を
修
正
し
た
と
き
は
、
修

正
内
容
と
理
由
を
併
せ
て
公
表
し
ま

す
。

※
公
開
は
意
見
の
内
容
の
み
行
い
、

意
見
を
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名
な
ど

を
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
意
見
の
提
出
期
間

２
月
12
日

（
木
）〜
27
日（
金
）

▼
意
見
の
提
出
の
で
き
る
方

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
方

相
生
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

こ
の
計
画
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

▼
意
見
の
提
出
方
法

必
ず
氏
名
及

び
住
所
を
明
記
の
上
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
様
式
は
自
由
）

郵
便
　
〒
６
７
８
―
０
０
３
１

旭
１
丁
目
６
番
28
号
　
社
会
福
祉
課

４
５
９
６

メ
ー
ル
　shogaifukushi@

city.
aioi.hyogo.jp

▼
案
の
入
手
方
法

２
月
12
日（
木
）

以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所

の
公
文
書
公
開
コ
ー
ナ
ー
及
び
社
会

福
祉
課
で
閲
覧
、
入
手
可
能

3

23

2 1 4 3 2 1

総
合
福
祉
会
館
２
階
の
身
障
者
用

ト
イ
レ
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
を
使
用
し
て
い
る
方
）

対
応
ト
イ
レ
を
併
設
し
ま
し
た
。
排

せ
つ
物
の
処
理
、
腹
部
の
人
工
肛
門

周
辺
皮
膚
や
装
具
の
洗
浄
な
ど
が
で

き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
入
り
口
に
下
記

の
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設

置
に
よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
車
い
す
を
使
用
の

方
は
、
他
の
階
の
障
害
者
用
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

相
生
市
介
護
保
険
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉介
護
保
険
の
事
業
計
画
や
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
、

審
議
を
行
う
介
護
保
険
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
・
募
集
人
数

次
の
条
件
で

会
議（
平
日
）に
出
席
し
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
け
る
方

40
歳
以
上
64
歳
未
満
の
市
内
在
住

の
方（
１
名
）

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方（
１

名
）

▼
任
期

２
年（
平
成
21
年
４
月
１
日

2 1

〜
平
成
23
年
３
月
31
日
）

▼
申
込

２
月
27
日（
金
）ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
職
業
を
明
記
の
上
、
応
募
動

機
と
介
護
保
険
制
度
の
あ
り
方
へ
の

考
え
を
８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト

（
様
式
自
由
）に
ま
と
め
、
持
参
も
し

く
は
郵
送（
レ
ポ
ー
ト
は
返
却
不
可
）

▼
提
出
先

健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係（
〒
６
７
８
―
０
０
３
１
　
旭
一

丁
目
６
番
28
号
）

～市の行政に関する情報案内～

オストメイト用
の設備を備えて
います。



教
育
委
員
会
職
員
を
募
集
し
ま
す

生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
　

７
１
４
８
）

23

23

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（

７
１
４
３
　

７
１
４
８
）

23

23

採用

102009.２月

学
校
給
食
員（
パ
ー
ト
職
員
）

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
応
募
資
格

昭
和
33
年
４
月
２
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方

▼
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日（
給
食
実

施
日
）

○
パ
ン
給
食
日

９
時
〜
15
時

○
ご
飯
給
食
日

９
時
〜
15
時
30
分

▼
賃
金（
時
給
）
７
９
０
円

▼
任
用
予
定
日

４
月
１
日（
水
）〜

▼
申
込

２
月
23
日（
月
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
学
校
教
育
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）

事
務
補
助
員（
臨
時
職
員
）

▼
募
集
人
員

１
名

▼
応
募
資
格

昭
和
33
年
４
月
２
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
有
す
る
方

▼
勤
務
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

15
分

▼
休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
賃
金（
日
給
）
６
２
９
０
円

▼
手
当

通
勤
、期
末
、時
間
外
勤
務

▼
加
入
保
険

雇
用
、
社
会

▼
業
務
内
容

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）に
よ
る
文
書
の
作
成
な
ど

事
務
処
理
、
幼
稚
園
保
育（
時
々
）

▼
任
用
予
定
日

４
月
２
日（
木
）〜

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
後

日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
23
日（
月
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）、
幼
稚
園
教
諭
免
許（
写
）

を
学
校
教
育
課
へ
持
参（
郵
送
不
可
）

小
・
中
学
校
の
非
常
勤
職
員

▼
応
募
資
格

希
望
す
る
校
種
の
教

育
職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
、
中
、

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所
持

者
ま
た
は
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
で
き
る
者

▼
報
酬（
時
給
）
２
７
９
０
円（
平
成

20
年
度
現
行
額
で
あ
り
、改
定
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、交
通
費
は

支
給
限
度
額
の
範
囲
内
で
実
費
支
給
）

▼
業
務
内
容

初
任
者
研
修
に
係
る

授
業
の
補
充

▼
勤
務
場
所

市
内
小
・
中
学
校

▼
申
込

３
月
13
日（
金
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
学
校
教
育
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）

▼
そ
の
他

受
付
を
し
た
時
点
で
講

師
登
録
を
し
ま
す
が
、登
録
を
し
て
も

必
ず
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

市
立
公
民
館
長

▼
募
集
人
員

１
名

▼
応
募
資
格

昭
和
22
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
市
内

に
住
民
票
を
有
し
、
教
諭
経
験
、

行
政
事
務
職
経
験
そ
の
他
社
会
教

育
指
導
経
験
な
ど
を
持
つ
と
と
も

に
、
公
民
館
運
営
に
意
欲
が
あ
る

方▼
勤
務
時
間

９
時
〜
17
時（
土
・

日
曜
日
及
び
公
民
館
の
休
館
日
を

除
く
）

▼
報
酬（
月
額
）
15
万
２
０
０
０
円

▼
任
用
予
定
日

４
月
１
日（
水
）〜

▼
試
験
内
容

論
文
、
面
接（
日
程
な

ど
は
後
日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
24
日（
火
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
生
涯
学
習
課
へ
持

参（
郵
送
不
可
）

放
課
後
児
童
保
育
指
導
補
助
員（
パ
ー

ト
職
員
）

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
応
募
資
格

昭
和
22
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、児
童
の
指
導

に
知
識
、経
験
を
有
す
る
方（
子
育
て
な

ど
）で
、児
童
保
育
に
熱
意
の
あ
る
方

▼
勤
務
時
間

学
校
開
校
日
の
授
業
終

了
時
刻
か
ら
18
時
ま
で
の
う
ち
３
時
間

※
た
だ
し
、
長
期
休
業
期
間
に
つ
い

て
は
８
時
15
分
か
ら
18
時
ま
で
の
間

で
勤
務
の
割
り
振
り
に
よ
り
決
定
。

▼
賃
金（
時
給
）
７
８
０
円

▼
業
務
内
容

放
課
後
児
童
保
育
指

導
員（
保
護
者
の
就
労
や
疾
病
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
昼
間
に
保
護
者
が
家

に
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を

小
学
校
施
設
内
の
教
室
な
ど
に
お
い

て
保
育
す
る
仕
事
）の
補
助

▼
勤
務
場
所

平
成
21
年
度
放
課
後

児
童
保
育
開
設
小
学
校
の
い
ず
れ
か

▼
任
用
予
定
日

４
月
１
日（
水
）〜

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
後

日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
24
日（
火
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
生
涯
学
習
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）

～市の行政に関する情報案内～
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事
務
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

総
務
課
職
員
係（

７
１
２
６
　

６
４
３
９
）

22

23

採用

教
育
委
員
会
職
員
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
管
理
課（

７
１
４
２
　

７
１
４
８
）

23

23

採用
市
立
小
中
学
校
用
務
員（
臨
時
職
員
）

▼
募
集
人
員

１
名

▼
応
募
資
格

任
用
予
定
日
現
在
60

歳
未
満
の
方

▼
勤
務
時
間

８
時
〜
16
時
45
分

▼
休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
賃
金（
日
給
）
６
０
９
０
円

▼
手
当

通
勤
、
期
末

▼
加
入
保
険

雇
用
、
社
会

▼
業
務
内
容

学
校
の
環
境
整
備
、

施
設
の
保
全
に
関
す
る
業
務

▼
任
用
予
定
期
間

４
月
２
日（
木
）

〜
９
月
30
日（
水
）（
更
新
あ
り
）

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
後

日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
23
日（
月
）ま
で
の
８

時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書（
写

真
貼
付
）を
管
理
課
へ
持
参（
郵
送

不
可
）

障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
員
、

事
務
補
助
員（
パ
ー
ト
職
員
）を
募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

採用
障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
員

▼
募
集
人
員

１
名

▼
応
募
資
格

看
護
師
、
保
健
師
、

准
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
方
で
、
運
転
免
許
の

あ
る
方

▼
勤
務
時
間

１
日
４
時
間
、
週

２
日

▼
賃
金（
時
給
）
１
１
２
０
円

▼
手
当

な
し

▼
業
務
内
容

障
害
者
の
障
害
区

分
調
査
及
び
パ
ソ
コ
ン
入
力
業
務

▼
任
用
予
定
日

３
月
２
日（
月
）〜

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は

後
日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
20
日（
金
）ま
で
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
社
会
福
祉
課
へ
提

出

事
務
補
助
員（
臨
時
職
員
）

▼
募
集
人
員

４
名

▼
勤
務
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

15
分

▼
休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
賃
金（
日
給
）
６
２
９
０
円

▼
手
当

通
勤
、期
末
、時
間
外
勤
務

▼
加
入
保
険

雇
用
、
社
会

事
務
補
助
員（
パ
ー
ト
職
員
）

▼
募
集
人
員

１
名

▼
勤
務
時
間

９
時
〜
16
時

▼
休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
賃
金（
時
給
）
７
８
０
円

▼
手
当

な
し

2 1

▼
加
入
保
険

な
し

※
こ
こ
か
ら
は

、

共
通
。

▼
業
務
内
容

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）に
よ
る
文
書
の
作
成
、
窓

口
業
務
な
ど

▼
任
用
予
定
期
間

４
月
２
日（
木
）

〜
９
月
30
日（
水
）（
更
新
あ
り
）

▼
勤
務
場
所

市
役
所

▼
試
験
内
容

面
接

▼
試
験
日

２
月
26
日（
木
）10
時
〜

▼
申
込

２
月
13
日（
金
）〜
23
日（
月
）

の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）の
間
に
履
歴
書（
写
真

貼
付
）を
総
務
課
へ
持
参（
郵
送
不
可
）

2

1

事
務
補
助
員（
パ
ー
ト
職
員
）

▼
募
集
人
員

１
名

▼
勤
務
時
間

１
日
５
〜
６
時
間

▼
賃
金（
時
給
）
７
８
０
円

▼
手
当

な
し

▼
業
務
内
容

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）に
よ
る
文
書
の
作
成
、
窓

口
業
務
な
ど

▼
任
用
予
定
日

４
月
１
日（
水
）〜

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
後

日
連
絡
）

▼
申
込

２
月
13
日（
金
）〜
27
日（
金
）

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）の
間
に
履
歴
書（
写

真
貼
付
）を

社
会
福
祉

課
へ
提
出



↑みんなで「ＴＯＭＯＲＲＯＷ」を熱唱

↑ビンゴでゲット！自転車が当たったよ！

↑誰かわかるかな？恩師のシルエットクイズ

↑島谷洋幸さんの三味線ライブ
しまたにひろゆき

↑誓いのことばを読み上げる一村奈緒さん
いちむら な　お

１
月
12
日（
月
）、
市
民
会
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
厳
粛
に
、
順
調
に
進
み
、

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
実
行
委
員
会
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
、
運
営
で
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

祝 新成人新成人！

122009.２月



Day

12/14
（日）

寒空の中、相生湾チビッ子駅伝競走大会が行われ、
早朝から集まった子どもたちが健脚を競いました。
中学生では男子と女子の駅伝が行われました。ま
た親子で走るファミリージョギングなどで爽やか
な汗を流されていました。

相生産業高等学校で日本で働く中国人
研修生を講師に招き、「食文化の国際交

流会」として水餃子作りが行われました。生徒と
ともに、先生や地元の方たちも一緒に参加し、身
振り手振り、そして笑顔を交えながら、協力して
水餃子を作りました。参加者の方は、「皮から作っ
た本格的な餃子はおいしかったし、楽しく交流で
きたので参加してよかった」と話してくれました。

Day

12/19
（金）

相生小学校体育館で、防災給食体験が行われました。
全校生徒が縦割りで班を作り、給食の配布では高
学年が低学年から優先的に取り分け、余った食材
は欲しい子どもたちで小さく切ってわけあうなど
思いやりの心で取り組んでいました。子どもたち
は防災給食を食べながら「朝早かったらもっと寒い
な…」「ご飯を届ける人も大変や」など地震
についての思いをお互いに話していました。 Day

1/16
（金）

すいぎょうざ

Day

1/11
（日）

若狭野小学校で校内書き初め大会が
開催されました。冬休みに練習した
成果を発揮するため、みんな張りつ
めた雰囲気の中、集中して取り組んで

いました。終わったあとの感想は、「手が震えて緊
張した～」「うまく書けた！」など様々でしたが、表
情は完成した満足感にあふれていました。

Day

1/9
（金）

寒風が吹きすさぶ中、出初式が行われま
した。消防自動車などに続き、消防団員の

力強い行進が行われ、中学校の合同ブラスバンド
の演奏が式典に花を添えました。その後、ペーロ
ン護岸から相生湾に向けて一斉放水が行われました。
いつも市民の安全のために働いてくださりありが
とうございます。

祝 新成人！

13 2009.２月



申
告
会
場
の
ご
案
内

税
務
課
市
民
税
係（

７
１
２
８
　

６
４
３
９
）

22

23

税務

下
水
道
使
用
料
及
び
排
水
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

環
境
課
管
理
係（

７
１
３
１
　

２
７
４
１
）

23

23

下水

142009.２月

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
下
水

道
等
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。
下
水

道
等
使
用
料
は
、
平
成
17
年
12
月
に

改
定
を
行
い
ま
し
た
が
、
下
水
道
事

業
等
の
更
な
る
経
営
の
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
平
均
改
定
率

９
・
54
％
増
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

▼
主
な
改
定
内
容

基
本
使
用
料
に
含
ま
れ
る
基
本
水

量
を
、
５
ｍ（
２
か
月
で
10
ｍ
）に
変

更
し
、
使
用
水
量
の
少
な
い
世
帯
に

は
、
値
下
げ
の
配
慮
を
行
う
な
ど
使

用
水
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
加
味
し
た
単

価
の
改
定

前
回
、
単
価
の
改
定
を
行
わ
な
か

っ
た
50
ｍ
以
上
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
い
、
改
定
率
を
高
め
に
設
定

消
費
税
に
つ
い
て
は
、外
税
方
式

か
ら
、内
税
方
式
の
総
額
表
示
に
変
更

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
使
用
料
収

入
が
増
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
利

率
で
借
り
て
い
る
起
債（
借
金
）の
低

利
率
へ
の
借
り
換
え
が
可
能
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
今
後
12
年
間
で
約
10
億

円
を
節
約
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
下
水
道
事
業
等
の
健

3 2 1

全
経
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
受
付
は
、
２
月
16
日（
月
）

〜
３
月
16
日（
月
）ま
で
下
表
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
な
お
、
市
役
所
窓
口

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
度
市
県
民
税
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
に
つ
い
て
も
同
会
場

に
て
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。ま
た
、大

変
混
雑
す
る
日
や
時
間
帯
が
あ
り
ま

す
が
、理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
連
絡
先
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
市
民
税
係（

７
１
２
８
、

６
４
３
９
）
へ

◎
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

相
生
税
務
署（

０
２
３
１
）へ

23

22

23

場　所

相生市民会館

東部公民館

佐方福祉センター
矢野公民館
若狭野多目的
研修センター

実施日
２月16日（月）～
　　 ３月16日（月）

２月24日（火）

２月27日（金）
３月３日（火）

３月10日（火）

受付時間

９時～12時
13時～16時

９時30分～12時
13時～15時30分
13時30分～15時30分

９時30分～12時
13時～15時30分

※２月24日（火）、３月
３日（火）、10日（火）、
及び土・日曜日を除く。

市
税
な
ど
の
休
日
納
付
会
場
開
設

徴
収
対
策
室（

７
１
５
２
　

６
４
３
９
）

22

23

徴収市
税
な
ど
の
休
日
納
付
会
場
を
開

設
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
が
困
難
な
理
由
が
、

「
多
重
債
務
問
題
」の
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
28
日（
土
）９
時
30
分

〜
16
時

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
１
階

１
０
１
号
室

～市の行政に関する情報案内～

3

3

3

税
務
課
に
よ
る
申
告
会
場
受
付
日
程

料金表（税込）

旧料金との比較 【使用料金の計算例】

（２か月の合計水量で計算しています）平成21年４月１日から

（水量は２か月分）

用途別

一般排水

10m3以下

2,200円

使用水量（m3） 

10

20

40

60

☆２か月の使用量が50m3の場合

基本料金  　　10m3まで　　　    2,200円
従量料金（20－10m3）×  40円＝　400円
　　　　（40－20m3）×150円＝3,000円
　　　　（50－40m3）×190円＝1,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　7,500円

改定使用料（円）

2,200

2,600

5,600

9,400

従前使用料（円）

2,415

2,415

5,145

8,505

11m3～ 

20m3

40円

21m3～

40m3

150円

41m3～

60m3

190円

61m3～

100m3

210円

101m3～

200m3

230円

201m3～

400m3

250円

401m3 

以上

260円

基本使用料 従量使用料（１m3につき）
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「
美
化
セ
ン
タ
ー
ご
み
分
別
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」の

電
話
番
号
の
訂
正
に
つ
い
て

環
境
課
管
理
係（

７
１
３
１
　

２
７
４
１
）

23

23

環境

市
営
住
宅
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

建
設
管
理
課
建
設
総
務
係（

７
１
３
４
　

７
１
６
０
）

23

23

建設平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
公
営
住

宅
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
市
営
住
宅
に
入
居
で
き

る
条
件
な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点
と
し
て
、
入
居
収
入

基
準
が
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

金
ヶ
崎
学
園
大
学
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
　

７
１
４
８
）

23

23

教育
▼
日
程

年
10
回
講
座
の
２
年
間（
以

降
聴
講
生
と
し
て
受
講
で
き
る
）

※
開
講
式
は
、
５
月
14
日（
木
）。

▼
内
容

一
般
教
養
と
園
芸
コ
ー
ス
、

保
健
体
育
コ
ー
ス

▼
定
員

各
40
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
年
１
回

の
み
で
途
中
受
け
付
け
な
し
。

▼
対
象

概
ね
60
歳
以
上
の
市
内
在

住
者

▼
費
用

２
０
０
０
円（
受
講
料
な
ど
）

▼
申
込

４
月
８
日（
水
）〜
10
日（
金
）

の
９
時
〜
17
時
の
間
に
、
３
月
10
日

号
広
報
あ
い
お
い
の
折
込
申
込
用
紙

に
記
入
の
上
、提
出

広
報
１
月
号「
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て（
お
願
い
）」の
中
で
、「
美
化
セ
ン

タ
ー
ご
み
分
別
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」の
電

話
番
号
を
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）

５
３
０
９
　→

　（
正
）

５
３
０
９

22

23

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
の
変
更

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
の
出
産

で
、産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、出
産
育
児
一
時
金
が
38

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
産
科
医
療
補

償
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
従

来
ど
お
り
の
支
給
額（
35
万
円
）で
す
。

出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
に
は
、

相
生
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

医
療
機
関
の
請
求
書
ま
た
は
領
収
書
、

世
帯
主
の
印
か
ん（
認
め
）、
振
込
口

座（
世
帯
主
名
義
で
ゆ
う
ち
ょ
以
外
）

が
わ
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

出
産
育
児
一
時
金
受
取
代
理
制
度

国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

出
産
育
児
一
時
金
を
、
世
帯
主
か
ら

の
申
請
に
よ
り
医
療
機
関
が
代
理
で

受
け
取
れ
る
受
取
代
理
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
出

産
育
児
一
時
金
が
市
か
ら
医
療
機
関

へ
直
接
支
払
わ
れ
、
出
産
し
た
方
は

出
産
費
用
と
出
産
育
児
一
時
金
の
差

額
の
み
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
事
前
に
医
療
機
関
の
同
意
を
得
て
申

請
が
必
要
）

受
付
は
市
民
課
国
保
年
金
係
で
出

産
予
定
日
１
か
月
前
か
ら
し
て
い
ま

す
。（
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
あ

る
方
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）必
要

な
も
の
は
、
相
生
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
申
請
書（
事
前
に
医
療

機
関
の
同
意
を
受
け
た
も
の
）、
母
子

手
帳
、
世
帯
主
の
印
か
ん（
認
め
）で

す
。

改正前
（現在）

一般申込者
政令月収20万円以下

裁量階層対象者
（高齢者・障害者世帯等）
政令月収26万8000円以下

入居収入基準

改正後
（平成21年4月１日以降）

一般申込者
政令月収15万8000円以下

裁量階層対象者
（高齢者・障害者世帯等）
政令月収21万4000円以下

今年度の開講式の様子



国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

免
除
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

年金

162009.２月

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
経
済

的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
る「
申
請
免
除
制
度
」

や
、30
歳
未
満
の
方
を
対
象
と
し
た
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度（
金
額
は
す
べ
て
平
成

20
年
度
分
の
保
険
料
額
で
す
）

「
全
額
免
除
」…
保
険
料
額
の
全
額

（
１
万
４
４
１
０
円
）が
免
除
さ
れ
ま

す
。
受
給
額
に
は
、
全
額
納
め
た
と

き
の
１
／
３
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

「
３
／
４
免
除
」…
保
険
料
額
の
３
／

４
免
除
さ
れ
、
各
月
３
６
０
０
円
の

納
付
額
と
な
り
ま
す
。
受
給
額
に
は
、

全
額
納
め
た
と
き
の
１
／
２
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す

「
半
額
免
除
」…
保
険
料
額
の
半
額
が

免
除
さ
れ
、
各
月
７
２
１
０
円
の
納

付
額
と
な
り
ま
す
。
受
給
額
に
は
、

全
額
納
め
た
と
き
の
２
／
３
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す

「
１
／
４
免
除
」…
保
険
料
額
の
１
／

４
が
免
除
さ
れ
、
各
月
１
万
８
１
０

円
の
納
付
額
と
な
り
ま
す
。
受
給
額

に
は
、
全
額
納
め
た
と
き
の
５
／
６

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

※
３
／
４
・
半
額
・
１
／
４
免
除
は
、

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯

主
の
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
該
当
す
る
方

前
年
所
得
が
少
な
い
方（
表
参
照
）

1

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に

お
い
て
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止

の
あ
っ
た
方

障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害

給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険
料

の
納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
に
は
入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

30
歳
未
満
の
本
人
、
配

5 4 3 2

偶
者（
配
偶
者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
）が
申
請
免
除
の
対
象
者
の

か

ら

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

手
続
き
方
法

市
民
課
国
保
年
金
係
へ
次
の
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年

金
手
帳
、
納
付
書
）

②
印
鑑（
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場
合
は

不
要
）

③
失
業
な
ど
の
理
由
と
さ
れ
る
と
き

は「
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証
の
写

し
」な
ど

④
平
成
20
年
度
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、

「
平
成
19
年
中
の
所
得
が
確
認
で
き
る

書
類
」

4

1

～市の行政に関する情報案内～

か
ら
の

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

お
知
ら
せ

２月16日（月）、23日
（月）、３月２日（月）、
９日（月）の19時まで

３月14日(土)の９時
30分～16時

社会保険事務所の年金相談窓口の
　　　　　　　　延長及び休日開設

延長時間

休日開設

年金手帳、印鑑持参物
姫路社会保険事務所
姫路市北条１丁目２５０
（　079－224－6385）

場　所

姫路社会保険事務所の
年金出張相談

（ 079－224－6382）

日時 ３月５日（木）
10時～15時受付分まで

場所 相生市民会館203
会議室

※代理人の場合は本人の委
任状が必要です。

全額免除

3/4免除

半額免除

1/4免除

57万円

93万円

141万円

189万円

単身世帯

※所得額は社会保険料控除額を考慮したおおよそのめやすです。
　扶養親族等がおられる場合、その人数に応じて変動します。

92万円

142万円

195万円

247万円

２人世帯（夫婦のみ）

162万円

230万円

282万円

335万円

４人世帯
（夫婦＋子ども２人）
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振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に

▼
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

▼
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
、「
定
額

給
付
金
」の
支
給
の
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
現
時
点
で
、
市
区
町
村
や
総
務
省
が

住
民
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
手
続
き
が
始
ま
っ
た
場
合
は
、
市
区

町
村
や
総
務
省
な
ど
か
ら
の
正
式
な
広

報
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
！

家
族
に
相
談
す
る
！

振
り
込
め
詐
欺（
恐
喝
）の
被
害
防
止

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
兵
庫
県
で
の
事
例

▼
定
額
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
必
要

な
の
で
、
取
引
銀
行
名
と
口
座
番
号
を

教
え
る
よ
う
に
と
の
電
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
不
審
に
思
っ
た
高
齢
者
が
役
所

に
確
認
し
た
た
め
、
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

○
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か

っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
定
額
給

付
金
は
全
世
帯
が
対
象
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
年
齢
層
に
関
係
な
く
注
意
が
必
要

で
す
。 と の安 全 安 心 窓

相生警察署
22 0110

「定額給付金」を装った
　振り込め詐欺に注意！

西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより

●問合せ・申込み先／西播磨県民局　地域ビジョン課　TEL：（58）2115

第８回出る杭大会の開催第８回出る杭大会の開催第８回出る杭大会の開催
 「出る杭は打たれる」ということわざを逆手にとって、夢を持
って新しい分野に挑戦し、人や地域社会を元気にしようと取り
組んでいる団体、個人の方々の活動発表と交流の場として「出
る杭大会」を開催し、「出る杭大賞」等を選考します。

第５期西播磨
地域ビジョン委員の募集

第５期西播磨
地域ビジョン委員の募集

第５期西播磨
地域ビジョン委員の募集

　委員の任期満了を迎え、新たに第５期西播磨地域ビジョン委
員を公募します。地域づくりの実践活動に取り組んでいる人、
これから取り組みたいと考えている人、西播磨を舞台に一緒に
活動し、地域づくりの輪を拡げていきましょう。

交番（駐在）別
相 生 駅 前
那 波 野
中 央 通
丘 の 台
若 狭 野
矢 野
合　　　計

死者
0
0
0
1
0
0
1

件数
4
3
3
4
2
2
18

傷者
5
3
3
3
2
2
18

12月末の相生市内
人身交通事故発生状況

１日　　時：平成21年４月29日（水・祝）
10:00～15:00

２場　　所：播磨科学公園都市内
「光都プラザ前芝生広場」

３参加資格：①西播磨地域で活動している個人や団体
（ボランティア、NPO等）。②営利を目的と
する団体が社会貢献活動を発表する場合は
対象とします。③ただし、政治・宗教を目
的とする団体、個人等は対象外とします。

４応募方法：３月５日（木）までに西播磨県民局地域ビ
ジョン課まで

５大会での発表方法：ブース発表
会場内のブースでのパネル展示等
によるプレゼンテーション

６賞について：選考委員による「出る杭大賞」（賞状と副
賞10万円）など

１任　　期：２年間（平成21年４月～平成23年３月）
２応募資格：満18歳以上で西播磨で地域づくり活動に

取り組んでいる方、または意欲のある方。
３募集人員：100名程度
４応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、西播磨県

民局地域ビジョン課まで。応募用紙は県民
局で配布。応募締め切りは２月27日（金）

《第４期ビジョン委員会の主な活動》
◆地域夢会議の開催
◆西播磨の子育て支援情報を取材編集した情報紙の発行
◆障害者・高齢者が安心して楽しめる福祉マップの発行
◆環境に優しいライフスタイルの啓発リーフレットの発行
◆自然環境保全の重要性をアピールする映像の作成
など
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み
ん
な
お
い
で
よ「
子
ど
も

劇
場
」

◇
お
は
な
し
会（
２
月
開
催
分
）

▼
日
時

２
月
15
日（
日
）11
時
〜

▼
内
容
・
場
所
「
ゆ
き
の
ひ
」

（
え
ほ
ん
の
へ
や
）、「
子
ぎ
つ

ね
の
ラ
イ
オ
ン
た
い
じ
」（
お
は

な
し
の
へ
や
）

◇
お
は
な
し
会（
３
月
開
催
分
）

▼
日
時

３
月
８
日（
日
）11
時
〜

▼
内
容
・
場
所
「
お
お
か
み
と

七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」（
え
ほ
ん
の

へ
や
）、「
ま
ほ
う
の
馬
」（
お
は

な
し
の
へ
や
）

◇
人
形
劇

▼
日
時

２
月
22
日
（
日
）

11
時
〜

▼
内
容

グ
ル
ー
プ
　
み
っ
く

す
じ
ゅ
う
す
に
よ
る「
も
も
た

ろ
う
」（
視
聴
覚
室
）

毛
糸
で
あ
っ
た
か
　
指
あ
み

マ
フ
ラ
ー

▼
日
時

２
月
18
日（
水
）10
時

〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分

〜
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
３
階

３
０
１
研
修
室

▼
内
容

講
師
　
堀
内
満
枝

（
ほ
り
う
ち
・
み
つ
え
）さ
ん
に

よ
る
指
あ
み
マ
フ
ラ
ー
、
コ
サ

ー
ジ
ュ
の
作
り
方
紹
介

▼
参
加
費

材
料
費
実
費

※
無
料
の
一
時
保
育
有
。（
定
員

20
名
）

▼
申
込

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ

開
館
時
間
・
休
館
日

▼
開
館
時
間

◎
平
日
　
９
時
〜
22
時

◎
日
曜
日
　
９
時
〜
17
時

▼
２
・
３
月
の
休
館
日

【
２
月
】
17
日（
火
）・
24
日（
火
）

【
３
月
】
３
日（
火
）・
10
日（
火
）

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
１
日

体
験

▼
体
験
コ
ー
ス

親
子
・
幼

児
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
選
手
育
成
・

選
手
・
女
性
・
一
般
・
成
人
・

中
高
齢
者
対
象
な
ど
11
コ
ー
ス

▼
期
間

２
月
16
日（
月
）〜

21
日（
土
）の
５
日
間（
火
曜
日

を
除
く
）

▼
参
加
費

プ
ー
ル
利
用
券

５
２
０
円
（
中
学
生
以
下

３
１
０
円
）

▼
申
込

２
月
15
日（
日
）ま
で

に
温
水
プ
ー
ル
へ

第
８
回
春
季
水
泳
大
会

▼
日
時

３
月
８
日（
日
）８
時

30
分
〜（
受
付
）

▼
種
目

自
由
形
、
背
泳
ぎ
、

平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
個
人

メ
ド
レ
ー
、
板
キ
ッ
ク

※
板
キ
ッ
ク
は
、
幼
児
・
小
学

生
の
み
対
象
。

▼
参
加
資
格

25
ｍ
以
上
泳
げ

る
方（
１
人
２
種
目
ま
で
）

▼
参
加
費

８
０
０
円

▼
申
込

２
月
22
日（
日
）ま
で

に
温
水
プ
ー
ル
へ

春
休
み
短
期
水
泳
教
室

▼
期
間

３
月
26
日（
木
）〜

28
日（
土
）の
３
日
間

※
い
ず
れ
も
１
部
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
２
部
10
時
45
分
〜

11
時
45
分
、
３
部
12
時
〜
13
時

か
ら
時
間
帯
を
選
べ
ま
す
。

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生（
初

心
者
、
市
外
可
）

▼
定
員

１
・
２
部（
幼
児
20

名
、
小
学
生
10
名
）、
３
部（
幼

児
10
名
　
小
学
生
20
名
）

▼
参
加
費

各
部
３
１
５
０
円

（
３
日
間
）

▼
申
込

３
月
１
日（
日
）か
ら

19
日（
木
）ま
で
に
温
水
プ
ー
ル

へ
加
里
屋
さ
ん
も
く
楽
市

▼
日
時

２
月
19
日（
木
）10
時

〜
14
時

▼
場
所

い
き
つ
ぎ
広
場（
兵

庫
信
用
金
庫
赤
穂
支
店
南
側
）

▼
内
容
『
い
き
つ
ぎ
広
場
』が

毎
月
第
３
木
曜
日
は
賑
い
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
今
月
は

次
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
が
開
か
れ

ま
すろ

く
ろ
陶
芸（
定
員
５
名
）

純
銀
粘
土
細
工（
定
員
５
名
）

ポ
ー
ラ
セ
ー
ツ（
定
員
10
名
）

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト（
定
員
10

名
）と

ん
ぼ
玉（
定
員
10
名
）

赤
穂
商
工
会
議
所（

２
７
２
７
）

シ
イ
タ
ケ
・
ヒ
ラ
タ
ケ
栽
培

教
室

▼
日
時

３
月
15
日（
日
）10
時

〜
12
時

▼
場
所

森
林
体
験
の
森
ワ

ー
ク
ハ
ウ
ス（
上
郡
町
山
野

里
天
王
山
車
参
道
登
り
口
付

近
）

▼
内
容

シ
イ
タ
ケ
・
ヒ
ラ
タ

ケ
の
植
菌
作
業

▼
定
員

先
着
30
家
族

▼
参
加
費

１
家
族
５
０
０
円

上
郡
町
役
場
産
業
振
興
課

（

１
１
１
６
）

52

問

43

問 5 4 3 2 1

図
書
館
通
信

５
１
５
１

23

～総合情報案内～

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
１
５
５

23

温
水
プ
ー
ル「
コ
ス
モ
ス
」

７
１
８
０

23

西
播
広
域
情
報

セ
ン
タ
ー



2009.２月19

第
８
回
住
民
手
作
り
芝
居

オ
ズ
の
魔
法
使
い

▼
日
時

２
月
21
日
（
土
）

18
時
30
分
開
演
、
22
日（
日
）

14
時
開
演

▼
場
所

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー

ル▼
内
容

地
元
の
住
民
で
文
化

を
発
信
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
お
り
ひ
め
の
公
演

も
今
回
で
第
８
回
目
。
今
回
は

原
作
ラ
イ
マ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
・

ボ
ー
ム
の「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

を
や
ぎ
み
つ
ぎ
氏
の
脚
本
・
演

出
で
上
演
し
ま
す

▼
入
場
料

１
０
０
０
円（
当

日
２
０
０
円
増
し
）

※
高
校
生
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
半

額
。佐

用
町
生
涯
学
習
課（

０
７
９
０
―
８
２
―
３
３
３
６
）

教
育
講
演
会「
学
力
は
１
年

で
伸
び
る
」

▼
日
時

２
月
22
日（
日
）13
時

受
付
　
13
時
30
分
開
会

▼
場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問

▼
入
場
料

無
料

▼
講
師
「
百
マ
ス
計
算
」で
著

名
な

山
英
男（
か
げ
や
ま
・

ひ
で
お
）さ
ん

教
育
委
員
会
管
理
課（

７
１
４
２
）

相
生
市
消
費
生
活
研
究
会
・

第
５
回
生
活
講
座
〜
悪
質
商
法

被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
〜

昨
年
は「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」や

「
還
付
金
詐
欺
」な
ど
の
被
害
に

遭
っ
た
金
額
が
兵
庫
県
は
全
国

で
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
相
生
警
察
署
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
、
消
費
生
活
研
究

会
と
が
連
携
し
て
啓
発
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
11
件
１
３
０
０

万
円
近
い
被
害
が
出
た
よ
う
で

す
。
詐
欺
の
手
口
は
、
一
層
巧

妙
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
被

害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
共
に
学

習
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

３
月
４
日（
水
）13
時

30
分
〜（
２
時
間
程
度
）

23

問

▼
場
所

市
民
会
館
２
階

２
０
３
会
議
室

▼
講
師

司
法
書
士
松
本
和
夫

（
ま
つ
も
と
・
か
ず
お
）さ
ん

ま
ち
づ
く
り
推
進
室（

７
１
３
０
）

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の

利
用
に
つ
い
て

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

は
、
低
所
得
者
世
帯
、
障
害
者

世
帯
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
必
要

な
資
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会（
取

り
扱
い
窓
口
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
）が
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
種
類

更
生
資
金
、

福

祉
資
金
、

修
学
資
金
、

療

養
・
介
護
資
金
、

緊
急
小
口

資
金
、

災
害
援
護
資
金
、

離
職
者
支
援
資
金
、

長
期
生

活
支
援
資
金
、

要
保
護
世
帯

向
け
長
期
生
活
支
援
資
金

※
特
に
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
方
に

9

8

7

6

5

4

3

2

1
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支
援
す
る
離
職
者
支
援
資
金

（
貸
付
限
度
額
２
４
０
万
円
）と

病
気
な
ど
で
一
時
的
に
生
活
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
た
方
に
支

援
す
る
緊
急
小
口
資
金（
貸
付

限
度
額
10
万
円
）な
ど
が
特
色

あ
る
貸
付
制
度
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
貸
付
条
件
、
貸
付
内
容

な
ど
詳
し
く
は
、
相
生
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
請
求
先
・
問
合
せ
先

相
生

市
社
会
福
祉
協
議
会（

２
６
６
６
）

23
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公民館だより

※受付開始日はいずれも２月16日（月）からです。
　詳しくは、各公民館へ問い合わせください。

２月23日（月）
10時～
３月２日（月）
９時30分～
３月10日（火）
９時30分～
３月12日（木）
13時30分～

25名

20名

12名

10名

22 7153
相生 29 0002

矢野

公民館名 日　時 行　事 定員

３月５日（木）
10時～
３月７日（土）
10時～
３月９日（月）
9時30分～

園芸教室

ヒップホップダンス
（第10回目）
和洋菓子作り
（４回目）

20名

30名

15名

公民館名 日　時 行　事 定員
マジック教室

健康運動教室

和・洋菓子作り
教室
家庭菜園教室

お
知
ら
せ
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に
住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
。
夫
婦
ま
た
は
親
子
な
ど
２

人
以
上
の
家
族
で
あ
る
こ
と

▼
募
集
個
数

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸

▼
家
賃

４
万
１
２
０
０
円（
別

途
共
益
費
２
５
０
０
円
）

市
営
住
宅

▼
申
込
資
格

市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
場
所
の
あ
る
方
。現

に
住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
。夫
婦
ま
た
は
親
子
な
ど
２

人
以
上
の
家
族
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、昭
和
31
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
あ
れ
ば

単
身
で
も
可
。入
居
し
よ
う
と

す
る
家
族
全
員
の
政
令
月
収

が
、20
万
円
以
下（
裁
量
階
層
世

帯
は
、
26
万
８
０
０
０
円
以
下
）

市
営
西
後
明
住
宅（
西
後
明
）

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
家
賃

１
万
４
８
０
０
円
〜

３
万
４
３
０
０
円

市
営
城
谷
住
宅（
竜
泉
）２
Ｋ

２
戸

▼
家
賃

８
３
０
０
円
〜

１
万
２
１
０
０
円

市
営
一
の
谷
住
宅（
緑
ヶ
丘
）

①
２
Ｋ
１
戸
、
②
２
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
家
賃

①
８
８
０
０
円
〜

１
万
４
４
０
０
円
、②
９
２
０
０

3 2 1

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

概
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す

○
入
会
説
明
会

▼
日
時

３
月
10
日（
火
）13
時

30
分
〜

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
１
階

１
０
１
号
室

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（

４
０
５
０
）

住
宅
入
居
者
募
集

▼
受
付
期
間

２
月
17
日（
火
）

〜
27
日（
金
）17
時
15
分
ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
窓
口

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
建
設

管
理
課
に
提
出
。
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
。

建
設
管
理
課
建
設
総
務
係

（

７
１
３
４
）

那
波
丘
の
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住

宅（
那
波
南
本
町
）

▼
申
込
資
格

市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
場
所
の
あ
る
方
。
現

23

問
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問

円
〜
１
万
８
１
０
０
円

県
営
相
生
若
狭
野
高
層
住
宅

（
八
洞
）

▼
申
込
資
格

県
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
場
所
の
あ
る
方
。
現

に
住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
。
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族

全
員
の
政
令
月
収
が
、
20
万
円

以
下（
裁
量
階
層
世
帯
は
、26
万

８
０
０
０
円
以
下
）

２
Ｄ
Ｋ（
高
齢
者
世
帯
向
特

定
目
的
住
宅
）２
戸

▼
戸
別
申
込
資
格
…
２
人
以
上

の
世
帯
で
、
60
歳
以
上
の
申
込

者
と
民
法
上
の
親
族
関
係
に
あ

る
配
偶
者
、
18
歳
未
満
の
児
童
、

50
歳
以
上
の
方
い
ず
れ
か
の
方

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、
ま

た
は
中
度
以
上
の
障
害
者
の
い

る
世
帯

▼
家
賃

２
万
８
０
０
円
〜

４
万
５
７
０
０
円

２
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
戸
別
申
込
資
格
…
２
人
以
上

の
世
帯

▼
家
賃

２
万
１
０
０
円
〜

４
万
４
１
０
０
円

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸

▼
戸
別
申
込
資
格
…
３
人
以
上

の
世
帯（
た
だ
し
、
夫
婦
２
人

3 2 1

世
帯
で
あ
っ
て
、
合
計
年
齢
が

80
歳
未
満
の
場
合
は
可
）

▼
家
賃

２
万
４
１
０
０
円
〜

５
万
２
９
０
０
円

※
い
ず
れ
の
住
宅
も
、
敷
金
は

家
賃
の
３
か
月
分
必
要
で
す
。

相
生
ま
ち
な
み
ウ
ォ
ー
ク

造
船
と
共
に
発
展
し
て
き
た

相
生
地
区
。昭
和
の
に
お
い
が
残

る
町
並
み
を
散
策
し
な
が
ら「
お

お
の
魅
力
」を
再
発
見
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
相
生
の
魅
力
た
っ
ぷ

り
の
写
真
展
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
20
日（
金
・
祝
）

10
時
集
合（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所

相
生
雨
水
ポ
ン

プ
場（
相
生
港
埋
立
地
）

※
駐
車
場
有
。

▼
コ
ー
ス

お
お
の
ま
ち
散

策
〜
遠
見
山
登
山
コ
ー
ス（
約

４
km
・
２
時
間
）

▼
定
員

１
０
０
名（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

▼
参
加
費

１
０
０
円（
当
日

徴
収
）

▼
そ
の
他

記
念
品
有

▼
締
切

２
月
27
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

企
画
広

報
課（

７
１
２
４
）

23
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さ
せ
て
、
火
山
災
害
に
つ
い
て

の
意
識
を
深
め
ま
す
。

▼
日
時

３
月
８
日（
日
）13
時

〜
15
時

▼
場
所

ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館

▼
講
師

岡
山
大
学
講
師
宇
野

浩
司（
う
の
・
こ
う
じ
）さ
ん

ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館（

０
７
９
０
―
７
９
―
２
０
６
５
）

里
海
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
赤
穂

近
年
、
播
磨
灘
で
は
水
質
に

一
定
の
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
漁
獲
量
な
ど
生
物
多
様
性
、

生
産
性
に
回
復
が
見
ら
れ
な
い

な
ど
、
海
域
環
境
の
劣
化
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

問

そ
こ
で
、県
で
は
千
種
川
河
口

及
び
相
生
湾
を
対
象
に
、地
元
住

民
・
活
動
団
体
が
主
体
と
な
る

「
里
海
づ
く
り
」を
モ
デ
ル
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、そ
の
内
容

に
つ
い
て
地
元
住
民
へ
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
14
日（
土
）13
時

30
分
〜
16
時
40
分

▼
場
所

赤
穂
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

▼
参
加
費

無
料

▼
開
催
内
容

基
調
講
演
広

島
大
学
名
誉
教
授
　
松
田
　
治

（
ま
つ
だ
・
お
さ
む
）さ
ん
、
活

動
報
告
　
千
種
川
河
口
や
相
生

湾
に
お
け
る
地
元
活
動
団
体
の

2

1

ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
時

３
月
８
日（
日
）10
時

〜（
受
付
は
９
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所

赤
穂
市
立
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス

赤
穂
市
立
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
〜
海
浜
公
園
塩
の

国
・
唐
船
山
・
御
崎
遊
歩
道
〜

赤
穂
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

３
０
０
円

▼
持
ち
物

雨
具
、
タ
オ
ル
、

弁
当
、
飲
み
物

▼
締
切

２
月
20
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

西
播
磨

青
少
年
本
部（
赤
穂
郡
上
郡
町

光
都
２
丁
目
25

西
播
磨
県
民

局
県
民
生
活
部
内
）（

２

１
３
１
）（

０
５
２
３
）

火
山
の
噴
火
を
体
験
し
よ
う

身
近
な
も
の
を
使
っ
た
実
験

と
し
て
、
一
般
の
家
庭
に
あ
る

よ
う
な
水
槽
の
中
で
、
実
際
の

火
山
噴
火
と
似
た
現
象
を
起
こ

58

58

広
告

お悔やみ ※敬称略

死亡
氏　名 年齢 住　所月日

12/13 久保
く ぼ

加代子
か よ こ

57 千尋町

12/18 平林
ひらばやし

孝
たかし

83 若狭野町雨内

12/19 井上
いのうえ

ふく 88 那波西本町

12/25 横畠
よこはた

誠
まこと

61 旭１丁目

12/31 江見
え み

秀雄
ひで お

87 相生５丁目

1/3 井口
いぐ ち

渡
わたる

78 緑ヶ丘２丁目

1/5 平田
ひら た

ユキミ 79 那波野２丁目

1/8 天川
あまかわ

實
みのる

90 千尋町

1/8 中谷
なかたに

時男
とき お

86 佐方２丁目

1/9 川上
かわかみ

昭男
あき お

73 旭５丁目

1/10 野山
のや ま

喜美子
き み こ

86 那波野１丁目

1/10 油田
あぶらだ

繁樹
しげ き

56 大谷町

1/15 橋
はし

進
すすむ

80 緑ヶ丘１丁目

1/16 谷林
たにばやし

佐知子
さ ち こ

56 若狭野町入野

1/18 古本
ふるもと

幸夫
ゆき お

71 青葉台

1/20 破魔
は ま

信之
のぶゆき

82 相生２丁目

1/21 大堀
おおほり

勇雄
いさ お

78 旭３丁目

1/22 佐藤
さと う

元一
もといち

96 那波本町

1/24 益田
ます だ

淑子
とし こ

75 向陽台

取
り
組
み
紹
介
、

パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
主
催

環
境
省
・
兵
庫
県
・
兵

庫
県
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
連
絡
会

▼
後
援

相
生
市
・
赤
穂
市

▼
申
込
・
問
合
せ
先

環
境
課

管
理
係（

７
１
３
１
）（

２
７
４
１
）

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
締
切

２
月
28
日（
土
）

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス（

０
７
９
―
２
８
４
―
５
７
８
８
）

問 23

23

3

たか



2009.２月 22

広
告

★有料広告募集中！申し込みは企画広報課広報係へ（ 7123）23

相
生
市
社
会
福
祉
事
業
団

嘱
託
職
員
募
集

▼
募
集
職
種

介
護
員
、
調
理

員
、
保
育
士
、
事
務
員

▼
募
集
人
員

嘱
託
介
護
員

（
２
名
）、
嘱
託
調
理
員（
１
名
）、

嘱
託
保
育
士（
若
干
名
）、
嘱
託

事
務
員（
１
名
）

▼
応
募
資
格

介
護
員
…
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方
で

高
齢
者
介
護
に
熱
意
の
あ

る
方

調
理
員
…
調
理
師
資
格
無
く
て

も
可

保
育
士
…
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
で
保
育
に
熱
意
の
あ

る
方

事
務
員
…
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る

方▼
採
用
時
期

介
護
員
・
調
理

員
は
随
時
、
保
育
士
・
事
務
員

は
４
月
１
日（
水
）

▼
締
切

２
月
25
日（
水
）

※
募
集
要
項
は
相
生
市
社

会
福
祉
事
業
団
に
あ
り
ま

す
。相

生
市
社
会
福
祉
事
業
団
本

部（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椿

の
園
）（

１
０
０
５
）

29

問

Ｊ
Ａ
あ
い
お
い
カ
ッ
プ
相
生

市
民
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

▼
日
時

３
月
７
日
（
土
）

８
時
30
分
〜（
受
付
）

※
雨
天
の
場
合
３
月
14
日（
土
）

に
延
期
。

▼
場
所

Ｉ
Ｈ
Ｉ
ふ
れ
あ
い

広
場

▼
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の

一
般
男
女

▼
試
合
方
法

個
人
戦（
男
女

別
）16
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー

▼
参
加
費

１
人
５
０
０
円

▼
締
切

２
月
26
日（
木
）

▼
申
込

申
込
書
に
記
入
の

上
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ

第
21
回
相
生
市
親
善
あ
そ
ぼ

う
る
大
会

▼
日
時

３
月
29
日
（
日
）

７
時
45
分
〜（
受
付
）

▼
場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

▼
対
象

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
女
性
・
男
性

1

フ
リ
ー
の
部（
中
学
生
以
上
の

女
性
ま
た
は
男
性
で
構
成
）

女
性
・
男
性
40
歳
以
上
の
部

（
40
歳
以
上
の
女
性
ま
た
は
男

性
で
構
成
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
大
人
と

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
で
構

成
）

▼
参
加
費

１

チ

ー

ム

４
０
０
０
円（
市
内
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
参
加
チ
ー
ム
及
び
相
生

市
あ
そ
ぼ
う
る
委
員
会
登
録
チ

ー
ム
は
２
０
０
０
円
）

▼
申
込

３
月
２
日（
月
）ま
で

に
申
込
書
に
記
入
の
上
、
参
加

費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ

▼
日
時
・
場
所

３
月
５
日

（
木
）市
役
所
玄
関
前（
９
時

30
分
〜
12
時
）、
コ
ー
プ
デ

イ
ズ
相
生
西
口（
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
）

▼
献
血
方
法

全
血
献
血

２
０
０
ml
・
４
０
０
ml

3 2

お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
、

育
児
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
抱
え
込
ま
ず
に
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
ス
タ
ッ
フ

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

２
月
26
日
（
木
）

13
時
〜
14
時
受
付（
要
予
約
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
２
階

▼
内
容

育
児
相
談
、
栄
養
相

談
、
身
体
計
測
、
発
達
相
談
、

運
動
相
談

▼
担
当

保
健
師
、
栄
養
士
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
理
学
療
法
士

く
ら
し
の
保
健
室

保
健
セ
ン
タ
ー

（

７
１
６
８
）

22

問

献
血
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

す
く
す
く
相
談

３月
月曜日　更年期障害とホルモン補充療法
火曜日　よく噛むことと認知症予防
水曜日　手にしびれが起こったら
木曜日　頑固な便秘症
金土日　すいみんの問題について

健康情報テレホンサービス
　0120－979－451

※通話料無料（兵庫県保険医協会）

市
民
体
育
館

７
１
２
９

22



ーーーーー２月 1 5 日
～

３ 月 1 4 日
いき
　いき

2/15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

3/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

  

社会保険労務士による労働相談13：30～16：00　

ふれあい心配事相談13：00～16：00 

教育相談13：00～17：00

飼えない猫引取8：30～9：30

３歳児健康診査13：00～14：00受付

　　エイズ・肝炎相談9：30～11：00

行政相談15：30～17：00

　　社会保険・国民年金相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00

　　労働問題・就業規則相談13：00～16：00

　　一般健康相談13：00～13：30

農業委員会9：30～

　　ふれあい相談（法律）9：00～11：30

ふれあい心配事相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00

教育相談13：00～17：00

知的障害者相談10：00～14：00

　　すくすく相談13：00～14：00受付

　　あいおいっ子悩み相談13：00～17：00

  

身体障害者相談10：00～12：00

　　こころのケア相談13：00～14：00

ふれあい心配事相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00

４か月児健康診査13：00～14：00受付

　　エイズ・肝炎相談9：30～11：00

教育相談13：00～17：00

出張年金相談10：00～15：00

献血9：30～12：00　　13：30～15：30（コープデイズ相生西口）

　　事業者向け金融相談13：00～16：00

　　一般健康相談13：00～13：30

　　ふれあい相談（法律）9：00～11：30  

  

教育相談13：00～17：00

農地相談13：30～15：30

　　社会保険・国民年金相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00

　　栄養相談9：30～11：30

　　一般健康相談13：00～13：30

 精神障害者相談13：30～15：30

市

市

市

赤

赤

赤

商

商

商

商

少

少

少

少

少

少

少

少

少

赤

赤

赤

赤

福

福

福

福

福

福

福

福

福

福

保

保

保

会

会

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

02/21（土）

2009.２月23

広
告

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

徴収対策室（　　7152）

２月15～20日

21～28日

３月１～10日

11～14日

業者名
赤松設備工業㈱
三業㈱

浜田工業㈱

㈲小林水道工業所

種　　別
固定資産税 （４期）
国民健康保険税（８期）
後期高齢者医療保険料（８期）
介護保険料（６期）

納　　期

３月２日（月）

夜間
　　4121
　　5129
　 0791
　　2820
　　0223

昼間
　　4121
　　5129

　　5250

　　0041

問

23

72

22

43

23

22

22

23

22

22

22

22

23

23

23

23

23

☆市税の納付は便利な口座振替で！

　　…要予約。「くらしの相談電話帳」へ
　…市役所　　…総合福祉会館　　…保健センター
　…市民会館　　…少年育成センター　　
　…商工会議所　　…赤穂健康福祉事務所

市

赤商
少

福 保

会

予約

◆納期のお知らせ

くらしの相談電話帳
　　　ふれあい（法律・心配事）相談：社会福祉協議
　　会(　　2666)　教育相談・あいおいっ子悩み相談：
少年育成センター(　　5070)　知的障害者相談・身
体障害者相談・精神障害者相談：社会福祉課(　　
7167)　行政相談・人権相談：総務課(　　7126)　
農地相談：農業委員会(　　7140)　社会保険労務士
による労働相談：産業振興課(　　7133)　金融(事業
資金)、社会保険・国民年金、労働問題・就業規則、
法律、各相談：商工会議所(　　1234)　一般健康、
エイズ・肝炎、栄養、心のケア、各相談：赤穂健康福
祉事務所(　　2938)

▲

▲

▲ ▲

▲

▲
▲

▲

休日診療当番医

２月15日（日）
22日（日）

３月１日（日）
８日（日）

赤木産婦人科医院
河原医院
栗尾整形外科
平田クリニック

　　3700
　　0010
　　6666
　　8650

23

23

22

28

（注）午前9時から午後5時までで急病患者に限ります。（在宅当番医制）
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相 生 市 の 人 口
平成20年12月末現在
世帯数　13,208
人　口　32,472
男　　15,645
女　　16,827

出生　20 転入　49
死亡　29 転出　71

前月より－31人

取材ノート
新成人の皆さん、おめでとうございます。寒い中の成人式となりましたが、皆さん晴々
とした顔で出席されていて、とても輝いていましたよ！
若い皆さんの笑顔を見ていると、心から「成人、おめでとう！これからいろいろ頑張っ

て！」という感慨深い気持ちで、私たち広報係は写真を撮っていました。思い返せば私も
数年前、成人式を迎えその時にいろんな方に「おめでとう！よかったね～」「これから頑張
って」など色々声をかけられたことを思い出しました。あの時はその声にそこまで何も思
いませんでしたが、今思えばこういう気持ちだったのかなとありがたく感じました。話
したことがなくても、同じ市内で育った若者たちを前にすると一人ひとりがとても可愛
く（失礼かもしれませんが）、大切に思える気持ちが湧いてきます。この先、困難にぶつ
かりしんどくなった時には、ぜひご自分のご家族やご近所の方、そして見知らぬ私たち
のような地域の大人たちが無条件であなた方若者の前途を祝し、応援していることを思
い出してください。

携帯電話用

ホームページ

QRコード

2009.２月 24

★リルム
クリクリおめめのカワ
イイ愛犬！

★レオ
特技は弾丸アタックで
す☆

★ポテにゃん
ひなたぼっこ大好き★
眠いにゃぁ～♪

田中さん（山手２）

川本さん（矢野町森）中塚さん（大石町）

西川さん（双葉２） 岡野さん（若狭野町福井）

赤松さん（汐見台）

りりりりここここ
ちちちちゃゃゃゃ
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月月月月
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くくくくんんんん

１１１１歳歳歳歳
８８８８かかかか

月月月月

れれれれおおおお
ななななちちちちゃゃゃゃ

んんんん

１１１１歳歳歳歳
９９９９かかかか

月月月月

ああああずずずずみみみみちちちちゃゃゃゃんんんん１１１１歳歳歳歳11111111かかかか月月月月

りりりりゅゅゅゅううううききききくくくくんんんん１１１１歳歳歳歳９９９９かかかか月月月月

ひひひひななななののののちちちちゃゃゃゃんんんん１１１１歳歳歳歳９９９９かかかか月月月月

ああああみみみみちちちちゃゃゃゃんんんん４４４４歳歳歳歳６６６６かかかか月月月月


